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三
陸
沿
岸
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
安
住
財
務
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
住
財
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
九
日
に
気
仙
沼
市
を
訪
問
し
た
際
、
「
震
災
復
興
に
関
連
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
必
要
額
を
し
っ
か
り
と
つ
け
て
い
く
」
と
復
興
予
算
の
確
保
に
意
欲
を
示
す
と
と
も
に
、
「
五
年
の
う
ち
に
（
気
仙
沼
の

延
伸
に
）
め
ど
を
つ
け
、
再
生
の
起
爆
剤
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
の
三
陸
地
域
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
に
、
三
陸
沿
岸
道
路
は
「
五
年
以
内
に
気
仙
沼

ま
で
の
開
通
を
目
指
す
」
と
の
祝
電
を
送
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
発
言
等
に
関
連
し
、
今
後
の
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
、
質
問
す
る
。

一

三
陸
沿
岸
道
路
の
未
開
通
区
間
で
あ
る
登
米
東
和
Ｉ
Ｃ
か
ら
岩
手
県
境
ま
で
は
、
現
時
点
で
ど
こ
ま
で
事
業
が
進
ん
で
い

る
の
か
。

二

安
住
大
臣
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
に
つ
い
て
、
「
五
年
以
内
に
気
仙
沼
ま
で
の
開
通
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

平
成
二
十
五
年
度
予
算
の
概
算
要
求
組
替
え
基
準
が
平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
三
陸
沿
岸
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
係
る
経
費
」
は
、
開
通
ま
で
の
間
、
別
枠
で
確
保

一



し
て
い
く
の
か
。

四

現
行
の
制
度
で
は
、
明
許
繰
越
と
し
て
一
年
し
か
繰
越
が
で
き
な
い
た
め
に
、
復
旧
・
復
興
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
聞
く
。
復
興
に
係
る
予
算
は
、
財
政
法
至
上
主
義
で
は
な
く
、
繰
越
の
延
長
、
継
続
な
ど
柔
軟
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
、

改
め
る
意
思
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


